
　

気
候
変
動
問
題
を
中
心
と
し
た
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ

ィ
情
報
の
開
示
に
対
す
る
資
本
市
場
の
要
請
が
高
ま

っ
て
い
る
。
２
０
２
１
年
11
月
に
は
、
国
際
会
計
基

準
の
開
発
を
進
め
て
い
る
Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
財
団
の
も
と
に
、

サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
基
準
の
開
発
を
目
的
と
す
る
Ｉ

Ｓ
Ｓ
Ｂ（
国
際
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
基
準
審
議
会
）が

設
置
さ
れ
た
。
Ｉ
Ｓ
Ｓ
Ｂ
の
議
長
は
、
ダ
ノ
ン
の
元

Ｃ
Ｅ
Ｏ
で
Ｅ
Ｓ
Ｇ
経
営
を
推
し
進
め
た
エ
マ
ニ
ュ
エ

ル
・
フ
ァ
ベ
ー
ル
氏
が
務
め
て
お
り
、
日
本
か
ら
は
、

年
金
積
立
金
管
理
運
用
独
立
行
政
法
人（
Ｇ
Ｐ
Ｉ
Ｆ
）

で
Ｅ
Ｓ
Ｇ
投
資
を
推
進
し
た
小
森
博
司
氏
が
Ｉ
Ｓ
Ｓ

Ｂ
理
事
に
就
任
し
た
。
Ｅ
Ｕ
や
米
国
に
お
い
て
、
独

自
の
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
情
報
の
開
示
基
準
の
開
発

が
進
め
ら
れ
て
お
り
、Ｉ
Ｓ
Ｓ
Ｂ
に
は
、世
界
各
国
で

統
一
し
て
受
け
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
グ
ロ
ー
バ
ル

な
ベ
ー
ス
ラ
イ
ン
と
な
る
基
準
開
発
が
求
め
ら
れ
る
。

　

Ｉ
Ｓ
Ｓ
Ｂ
は
、
２
０
２
２
年
３
月
末
に
、
今
後
の

サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
情
報
の
開
示
に
共
通
し
て
求
め

ら
れ
る
全
般
的
な
内
容
を
規
定
し
た
「
サ
ス
テ
ナ
ビ

リ
テ
ィ
関
連
財
務
情
報
の
開
示
に
関
す
る
全
般
的
要

求
事
項
案（
以
下
、
全
般
的
要
求
事
項
案
）」
お
よ
び

Ｉ
Ｓ
Ｓ
Ｂ
の
最
初
の
テ
ー
マ
別
基
準
で
あ
る
「
気
候

関
連
開
示
基
準
案
」
の
２
つ
の
公
開
草
案
を
公
表
し

た
。

　

経
団
連
金
融
・
資
本
市
場
委
員
会
の
も
と
に
設
置

し
た
、
企
業
の
実
務
家
か
ら
構
成
さ
れ
る
Ｅ
Ｓ
Ｇ
情

報
開
示
国
際
戦
略
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
で
は
、
７
月
29

日
に
、
２
つ
の
公
開
草
案
に
対
す
る
コ
メ
ン
ト
を
と

り
ま
と
め
、
Ｉ
Ｓ
Ｓ
Ｂ
に
発
出
し
た
。

　

以
下
、
コ
メ
ン
ト
の
概
要
を
紹
介
す
る
。

総
論
：�

開
示
基
準
の
グ
ロ
ー
バ
ル
な�

ベ
ー
ス
ラ
イ
ン
の
構
築
に
向
け
て

　

Ｉ
Ｓ
Ｓ
Ｂ
に
お
け
る
、
国
際
的
に
統
一
さ
れ
た
サ

ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
基
準
の
開
発
は
、
資
本
市
場
の
要

請
を
受
け
た
時
宜
を
得
た
取
り
組
み
で
あ
り
、
我
が

国
と
し
て
も
官
民
を
挙
げ
て
、
Ｉ
Ｓ
Ｓ
Ｂ
の
基
準
開

発
に
積
極
的
に
貢
献
し
て
い
く
。

　

グ
ロ
ー
バ
ル
に
受
け
入
れ
ら
れ
る
基
準
作
り
を
行

う
た
め
に
、
各
国
が
適
用
で
き
る
「
グ
ロ
ー
バ
ル
な

ベ
ー
ス
ラ
イ
ン
」
と
な
る
基
準
作
り
を
行
う
べ
き
と

の
Ｉ
Ｓ
Ｓ
Ｂ
の
考
え
方
に
賛
同
し
、
こ
の
考
え
方
を

十
分
に
基
準
に
反
映
す
る
た
め
に
、
以
下
の
３
点
が

必
要
で
あ
る
。

１�

．
各
国
・
各
法
域
で
、
開
示
制
度
や
関
連
す
る
法

制
度
は
多
様
で
あ
る
こ
と
、
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ

情
報
開
示
の
成
熟
度
も
様
々
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

世
界
中
で
広
く
受
け
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
柔
軟

な
要
求
事
項
と
す
る
こ
と
。

２�

．
開
示
の
目
的
を
明
確
化
す
る
と
と
も
に
、
共
通

し
て
開
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
開
示
要
求
は
必

要
最
小
限
の
内
容
と
し
、
そ
れ
以
外
の
項
目
に
つ

い
て
は
、
固
有
の
事
情
を
踏
ま
え
て
、
企
業
自
身

Ｉ
Ｓ
Ｓ
Ｂ（
国
際
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
基
準
審
議
会
） 

公
開
草
案
に
対
す
る
コ
メ
ン
ト

金
融
・
資
本
市
場
委
員
会

Ｅ
Ｓ
Ｇ
情
報
開
示
国
際
戦
略
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
座
長
・

日
本
経
済
団
体
連
合
会
専
務
理
事

井いのう
え上 

隆たかし
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⑵
産
業
別
開
示
要
求

　

草
案
で
は
、
企
業
に
対
し
て
、
Ｓ
Ａ
Ｓ
Ｂ（
米
国

サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
会
計
基
準
審
議
会
）基
準
の
業

種
分
類
に
基
づ
く
業
種
別
指
標
の
開
示
を
求
め
て
い

る
。

　

Ｓ
Ａ
Ｓ
Ｂ
基
準
の
産
業
別
開
示
は
、
各
国
の
状
況

や
企
業
実
態
に
そ
ぐ
わ
な
い
内
容
が
多
く
、
現
状
の

ま
ま
で
は
、
業
種
別
指
標
の
開
示
を
求
め
る
こ
と
は

適
当
で
は
な
い
。
今
後
、
各
国
の
産
業
分
類
と
の
整

合
性
を
図
り
な
が
ら
、
汎
用
性
の
高
い
業
種
分
類
の

在
り
方
を
再
検
討
す
べ
き
で
あ
る
。

　

サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
情
報
の
開
示
に
関
し
て
は
、

日
本
に
お
い
て
も
、
有
価
証
券
報
告
書
上
に
新
し
い

記
載
欄
を
設
け
て
、
開
示
の
充
実
を
図
る
こ
と
と
さ

れ
て
い
る
。
そ
の
具
体
的
内
容
に
つ
い
て
は
、
財
務

会
計
基
準
機
構
に
設
置
さ
れ
２
０
２
２
年
７
月
、
正

式
に
発
足
し
た
Ｓ
Ｓ
Ｂ
Ｊ（
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
基

準
委
員
会
）に
お
い
て
、
Ｉ
Ｓ
Ｓ
Ｂ
の
基
準
も
踏
ま

え
て
検
討
が
行
わ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

　

情
報
開
示
の
究
極
的
な
目
的
で
あ
る
２
０
５
０
年

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
実
現
と
、
我
が
国
企
業

の
取
り
組
み
が
正
当
に
評
価
さ
れ
る
市
場
の
構
築
に

向
け
て
、
経
団
連
と
し
て
も
取
り
組
み
を
強
化
し
て

い
く
。

（
注
）�「
Ｓ
ｃ
ｏ
ｐ
ｅ
１
」「
Ｓ
ｃ
ｏ
ｐ
ｅ
２
」
は
自
社
の
温
室
効
果
ガ
ス（
Ｇ

Ｈ
Ｇ
）排
出
量
を
意
味
す
る
の
に
対
し
、「
Ｓ
ｃ
ｏ
ｐ
ｅ
３
」は
自
社
以

外
の
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
に
お
け
る
Ｇ
Ｈ
Ｇ
排
出
量
を
意
味
す
る

が
開
示
内
容
を
判
断
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。

そ
の
た
め
に
は
、
細
則
主
義
的
な
基
準
で
は
な
く
、

原
則
主
義
的
な
基
準
と
す
る
こ
と
。

３�
．
利
用
者
に
と
っ
て
真
に
必
要
な
開
示
項
目
は
何

か（
利
用
者
は
各
開
示
項
目
を
ど
の
よ
う
に
評
価

し
、
分
析
に
役
立
て
て
い
る
の
か
）、
開
示
企
業

の
コ
ス
ト
負
担
が
過
剰
で
は
な
い
か
に
つ
い
て
、

十
分
に
精
査
す
る
こ
と
。

各
論
①
：�

全
般
的
要
求
事
項
案
に�

対
す
る
コ
メ
ン
ト

⑴
開
示
の
重
要
性

　

草
案
で
は
、企
業
に
と
っ
て
重
大
な（significant

）

サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
関
連
の
リ
ス
ク
お
よ
び
機
会
に

つ
い
て
、
重
要
性
が
あ
る（m

aterial

）情
報
の
開
示

を
要
求
し
て
い
る
。

「
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
」「
重
大
な
」「
重
要
性
が
あ

る
」
と
い
っ
た
概
念
は
、
開
示
の
範
囲
を
決
定
す
る

こ
と
か
ら
、
そ
の
定
義
の
明
確
化
が
必
要
で
あ
る
。

⑵
外
部
の
基
準
の
考
慮

　

草
案
で
は
、
企
業
が
開
示
内
容
の
検
討
を
行
う
に

あ
た
り
、
Ｉ
Ｓ
Ｓ
Ｂ
が
定
め
る
基
準
以
外
の
基
準
に

つ
い
て
も
「
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
し
て

い
る
。

　

外
部
基
準
の
参
照
を
求
め
る
の
で
あ
れ
ば
、
適
切

な
デ
ュ
ー
・
プ
ロ
セ
ス
を
踏
ん
だ
う
え
で
、
参
照
す

べ
き
基
準
を
、
Ｉ
Ｓ
Ｓ
Ｂ
の
基
準
の
中
で
明
確
に
規

定
す
べ
き
で
あ
る
。

⑶
報
告
対
象
と
な
る
企
業
の
範
囲

　

草
案
で
は
、
企
業
が
持
つ
バ
リ
ュ
ー
・
チ
ェ
ー
ン

に
つ
い
て
の
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
関
連
情
報
の
開
示

を
求
め
て
い
る
。

　

企
業
が
支
配
し
て
い
な
い
関
連
会
社
や
取
引
先
等

の
バ
リ
ュ
ー
・
チ
ェ
ー
ン
か
ら
必
要
な
情
報
を
適
時

に
収
集
す
る
こ
と
は
難
し
く
、
ま
た
、
営
業
秘
密
や

機
微
情
報
が
含
ま
れ
て
い
る
可
能
性
も
あ
る
こ
と
か

ら
、
バ
リ
ュ
ー
・
チ
ェ
ー
ン
の
範
囲
や
開
示
内
容
は
、

企
業
が
対
応
可
能
な
範
囲
に
限
定
す
る
必
要
が
あ
る
。

⑷
財
務
報
告
と
同
時
期
の
報
告

　

草
案
で
は
、
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
報
告
は
、
財
務

報
告
と
同
じ
報
告
期
間
を
対
象
と
す
る
こ
と
を
要
求

し
て
い
る
。

　

各
国
の
開
示
制
度
や
法
制
度
、
海
外
子
会
社
の
決

算
期
等
、
各
企
業
の
状
況
に
合
わ
せ
た
対
応
が
可
能

と
な
る
よ
う
、
厳
密
な
「
報
告
時
期
の
同
時
性
」
を

求
め
る
の
で
は
な
く
、
柔
軟
に
例
外
を
認
め
る
べ
き

で
あ
る
。

各
論
②
：�

気
候
関
連
開
示
基
準
案
に�

対
す
る
コ
メ
ン
ト

⑴
Ｇ
Ｈ
Ｇ
排
出
量
の
「
Ｓ
ｃ
ｏ
ｐ
ｅ
３
」
の
開
示

　

草
案
で
は
、
Ｇ
Ｈ
Ｇ
排
出
量
の
「
Ｓ
ｃ
ｏ
ｐ
ｅ
３（注）」

の
開
示
を
、
一
律
に
求
め
て
い
る
。

「
Ｓ
ｃ
ｏ
ｐ
ｅ
３
」
に
つ
い
て
は
、
排
出
量
測
定
の

統
一
的
な
基
準
も
確
立
さ
れ
て
い
な
い
等
の
理
由
か

ら
、
現
状
で
は
、
一
律
に
開
示
を
強
制
す
べ
き
で
は

な
く
、
任
意
で
の
開
示
が
適
当
で
あ
る
。
今
後
、
算

定
実
務
の
進
展
や
開
示
の
有
用
性
等
を
見
極
め
た
う

え
で
、
段
階
的
に
拡
充
す
る
こ
と
が
妥
当
で
あ
る
。
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